平成２０年○月○日

申請者　住所 ○○○○

会社名 ○○○○

所　属 ○○○○

氏　名 ○○○○

開発計画提案書様式

開発名称　　　○○○○○○○の研究開発
1． 研究開発計画の概要

今回の事業が、どのような開発を意図したものなのかを記述下さい。

すなわち、その開発はどのような目的で行うのか、どのような意義があるのか、開発の成果によってどのような効果をもたらすのか、を記述下さい。

また、国内海外を問わず既存製品が存在する場合には助成対象にならないため、改良開発の場合は、新しさは何か、何が異なるのかを明確に記述下さい。

目安として１ページ程度の記述にして下さい。

　　　　必要に応じて、概念図等を添付してください。

2． 開発目標及び設定根拠
船舶から排出されるCO2量の削減を達成するための開発の目標を評価できるように定量的な目標値（直近の外航船との比較においてどのように変化するかを、エネルギー効率比、推進効率比、全抵抗比、トンマイルベース比又はCO2削減率の指標から選択して記載）を設定するとともに、その設定根拠を記述下さい。なお、特定の船種のみに効果があるものでも結構です。
【記載例】
＜例１＞
　開発目標
コンテナ船の機関部エネルギー効率を１０％向上し、推力として発熱量ベースで５５％利用する。

設定根拠

①直近のコンテナ船のエネルギー効率は５０％（発熱量ベース）

②廃熱回収の向上、ハイブリッド化等によりトータルで排熱エネルギーを５％（発熱量

ベース）回収（詳細別紙参照）
（内訳）　　　　　

・ターボコンパウンド発電　　‥‥‥　　２％
・廃熱利用蒸気タービン発電　‥‥‥　　２％
・軸発電機の採用（補機1台減）‥‥‥　　１％

・軸アシスト電動機、統合船内電力・軸制御装置を付加

＜例２＞
開発目標

全抵抗比で５％低減する。

設定根拠

①摩擦抵抗低減塗料により、摩擦抵抗を１０％低減。（表面粗度を150μmから50μmに向上）
②摩擦抵抗が全抵抗（空気抵抗、造波抵抗、粘性抵抗の合計値）に占める割合が約

１／２のため、全抵抗比で５％低減。
３．開発内容

開発の具体的な内容（開発技術、システム、実証試験等）について、箇条書きで項目を掲げ、その内容を記述して下さい。

　　　　技術開発の工程及び共同開発の場合には各社分担（自社開発、他社開発、共同開発等が分かること）について記載してください。

　　　　必要に応じて、フローチャート等を添付してください。

目安として１ページ以上の記述として下さい。

４．工程表

平成２１年４月 ～ 平成○○年２月

	実施項目
	開発期間

	
	平成○○年
	平成○○年
	平成○○年
	平成○○年
	平成○○年

	
	
	
	
	
	

	○○の計画作成
	
	
	
	
	

	○○の試作
	
	
	
	
	

	○○の実験
	
	
	
	
	

	○○の実船実験
	
	
	
	
	

	データ評価
	
	
	
	
	

	報告書作成
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


３項の事業内容として掲げた各項目につき、そのスケジュールを示して下さい。
５．開発費概算等
	目
	目の細分
	金額（千円）
	算　出　根　拠

	調査

研究費
	設計費
	
32,000
	（例）
全体計画

40千円×100人･日＝
4,000千円

基本設計

40千円×200人･日＝
8,000千円

詳細設計

　40千円×500人･日＝
20,000千円

	
	制作費
	
87,800
	（例）
試作用の物件費
43,500千円

試作用の加工費

40千円×500人･日＝
20,000千円
工事費

  40千円×600人･日＝
24,000千円

輸送費
300千円

	
	試験費
	
30,500
	（例）
○○の試験

40千円×150人･日＝
6,000千円

○○の試験

40千円×600人･日＝
24,000千円

消耗品
500千円

	
	合　計
	
150,300
	


上記は一例を示します。詳細に分からない場合は概算で記入下さい
本例に準じて費用の内訳を提示下さい。

複数年にわたるものは、年度ごとに分けて、各年度の内容を記入下さい。

費用の計上に際しては、３項の事業内容と関連づけて、事業内容のどの項目にどれだけの費用がかかるのかがわかるように区分け下さい。

　　　また、支援を期待する額（例：５０％助成）を記入下さい。

６．開発の体制

１）　主体

応募された企業となります。

２）　協力者

共同で行う企業、研究機関、大学、等があれば記述下さい。

３）　指導者

指導を依頼する方がある場合に記述下さい。

７．その他
(1)開発グループ会社概要、開発能力等

　　　（資料を添付していただいても結構です。）

(2)開発担当者連絡先

	提案者
	ふ　り　が　な
氏　　　　名
	　　　　　　　　　　　　　
	生年月日(西暦)

	
	所属機関、

部署及び役職名
	

	
	所　　在　　地
	〒

	
	電話番号等
	電話番号：
	ＦＡＸ：

	
	Ｅ－Ｍａｉｌ
	

	

	共同研究者１
	ふ　り　が　な
代表者氏名
	
	生年月日(西暦)

	
	所属機関、
部署及び役職名
	

	
	所　　在　　地
	〒



	
	電話番号等
	電話番号：
	ＦＡＸ：

	
	Ｅ－Ｍａｉｌ
	

	共同研究者２
	ふ　り　が　な
代表者氏名
	
	生年月日(西暦)

	
	所属機関、
部署及び役職名
	

	
	所　　在　　地
	〒

	
	電話番号等
	電話番号：
	ＦＡＸ：

	
	Ｅ－Ｍａｉｌ
	



共同開発を実施する場合は、提案者及び協力する個別の企業等毎に記入して下さい。共同研究者が２機関以上の場合は、適宜記入欄を追加して下さい。
（別添２）


























